第五十回（平成二十年度）上野甚作賞入選作
【秀　作】
ハーモニカを奏づる翁のひとりゐて故郷のうたホームに響く
鶴岡市新形町　　　皆川　喜子
レジを打つ指のあかぎれいたいたし然れどてきぱき笑顔のパート
鶴岡市家中新町　　日下部秀夫
靴音に父帰りしかと外に出でし戦後の母を我は忘れず
鶴岡市大山二丁目　瀬尾　隆子　　　　　
極早生のだだちゃ豆なる改良種初夏の訪れ早や来るを待つ
鶴岡市睦町　　　　三浦　勇二
青白き閃光闇に踊りたつ酸素溶接わが工事場に
酒田市木川　　　　長濱　禮子
【佳　作】
パソコンを習ひ始めて十日まり我が歌今しプリンターを出づ
鶴岡市日吉町　　　市川　照夫
今日もまた万歩計の数言ひ合へる二人に静けく夕方の来る
鶴岡市山五十川　　佐藤　祐子
薄氷の張る幌あげて漁具入れぬ漁じまひ近きトラック冷ゆる
鶴岡市三瀬　　　　福田　早苗
還暦を越えて新たな職つく白衣を着るにもとまひにつつ
鶴岡市道形町　　　小林　美穂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
農業の悪しき条件満さむと意欲に燃えて種豆を選る
鶴岡市小京田　　小南　美春
